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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ＬＡＮに結合され、少なくとも１つの携帯端末ユーザから受信された情報フレーム
を伝送するための異なった経路を有する有線ネットワーク内においてＱｏＳレベル／サー
ビスレベルを制御するための方法であって、
　前記無線ＬＡＮのアクセスポイントにおいて、前記少なくとも１つの携帯端末ユーザか
ら少なくとも１つの情報フレームを受信するステップと、
　前記少なくとも１つの受信した情報フレームに対してＱｏＳレベル／サービスレベルを
決定するステップであり、前記ＱｏＳレベル／サービスレベルが動的な基準及び前記少な
くとも１つの携帯端末ユーザからの要求のうちの少なくとも１つに基づいて設定可能であ
るステップと、
　前記ＱｏＳレベル／サービスレベルを指定するＶＬＡＮ番号を、前記アクセスポイント
において、前記少なくとも１つの受信した情報フレームへ割り当てるステップと、
　前記ＶＬＡＮ番号によって識別される前記ＱｏＳレベル／サービスレベルを提供するに
十分な送信能力を有する少なくとも１つの経路に沿って前記有線ネットワーク内において
前記少なくとも１つの情報フレームの経路指定を行うステップと
　を有する、方法。
【請求項２】
　前記ＱｏＳレベル／サービスレベルを、前記少なくとも１つの情報フレームを発した携
帯端末ユーザの身元から決定するステップを更に有する、ことを特徴とする請求項１記載
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の方法。
【請求項３】
　前記ＱｏＳレベル／サービスレベルを、前記携帯端末ユーザから受信されたＱｏＳレベ
ル／サービスレベル要求に従って決定するステップを更に有する、ことを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの情報フレームを受信するステップは、イーサネット・フレームに
おいてＩＰパケットを受信するステップを有する、ことを特徴とする請求項１記載の方法
。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの情報フレームの経路指定を行うステップは、複数の別々の宛先の
うちの１つへ前記少なくとも１つの情報フレームを経路指定するステップを有する、こと
を特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの情報フレームの経路指定を行うステップは、複数のインターフェ
ースのうちの選択された１つを介して１つの宛先へ前記少なくとも１つの情報フレームを
経路指定するステップを有する、ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項７】
　受信された情報フレームの経路指定を行うための無線ＬＡＮであって、少なくとも１つ
の携帯端末ユーザから受信された情報フレームを伝送するよう異なる経路及びＱｏＳレベ
ル／サービスレベルを有する有線ネットワークと結合される無線ＬＡＮにおいて、
　少なくとも１つの携帯端末から無線トラヒックを受信し、少なくとも１つの情報フレー
ムの形で前記無線トラヒックを伝達するための少なくとも１つのアクセスポイントと、
　前記少なくとも１つの情報フレームに対してＱｏＳレベル／サービスレベルを定め、前
記少なくとも１つの情報フレームに対して定められたＱｏＳレベル／サービスレベルに従
った送信能力を有する前記有線ネットワークを通る少なくとも１つの経路を識別するため
にＶＬＡＮ番号を前記少なくとも１つの情報フレームに割り当てるよう前記少なくとも１
つのアクセスポイントに指示するための管理ゲートウェイと、
　前記割り当てられたＶＬＡＮ番号に従って選択された前記少なくとも１つのネットワー
ク経路に沿って前記少なくとも１つの情報フレームを宛先まで経路指定するためのスイッ
チと
を有し、
　前記ＱｏＳレベル／サービスレベルは、動的な基準及び前記少なくとも１つの携帯端末
ユーザからの要求のうちの少なくとも１つに基づいて設定可能である、無線ＬＡＮ。
【請求項８】
　前記スイッチは、ＶＬＡＮ可能イーサネットスイッチを有する、
　ことを特徴とする請求項７記載の無線ＬＡＮ。
【請求項９】
　複数の経路指定ゲートウェイを更に有し、
　前記複数の経路指定ゲートウェイの夫々は、前記少なくとも１つの情報フレームへ割り
当てられた識別子に従って前記スイッチによって経路指定された前記少なくとも１つの情
報フレームに対する宛先を有する、
　ことを特徴とする請求項７記載の無線ＬＡＮ。
【請求項１０】
　複数のインターフェースを有する経路指定ゲートウェイを更に有し、
　前記複数のインターフェースの夫々は、前記少なくとも１つの情報フレームへ割り当て
られた識別子に従って前記スイッチによって経路指定された前記少なくとも１つの情報フ
レームを伝送するためのネットワーク経路に接続する、
　ことを特徴とする請求項７記載の無線ＬＡＮ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所望のサービス品質（ＱｏＳ）レベル／サービスレベルを達成するよう、無
線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）においてトラヒックを制御するための技術に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ＬＡＮ技術の分野における進歩は、休憩施設、カフェ、図書館及び類似する公共施
設において、公にアクセス可能な無線ＬＡＮの出現（例えば、「ホットスポット」）をも
たらした。現在、無線ＬＡＮは、携帯端末ユーザに、例えば企業イントラネットのような
、プライベートデータ・ネットワーク、又は、例えばインターネットのような、公衆デー
タ・ネットワークへのアクセスを提供する。無線ＬＡＮを実現し、動作させる比較的安い
費用、及び（通常、１０メガビット／秒を上回る）利用可能な高い回線容量は、無線ＬＡ
Ｎを、携帯端末ユーザがパケットを外部実態と交換することができる理想的なアクセス機
構とする。
【０００３】
　無線ＬＡＮにアクセスする携帯端末ユーザは、異なるＱｏＳレベル／サービスレベルを
有するトラヒックを送受信することができる。例えば、携帯端末ユーザは、データよりも
潜在遅延に対してより高い感度を有する音声トラヒックを送りうる。異なるデータ形式は
、異なるＱｏＳレベル／サービスレベル要求を有することができる。例えば、一般に、ス
トリーミング・ビデオは、簡単なテキストメッセージよりもはるかに大きな回線容量を必
要とする。今日、一般に、無線ＬＡＮは、限定されたＱｏＳレベル／サービスレベルを提
供する。例えば、多くの無線ＬＡＮによって利用されているＩＥＥＥ８０２．１１プロト
コル規格のオプション機能は、ユーザアクセスを許可するために、関連する無線ＬＡＮア
クセスポイント（ＡＰ）による夫々のユーザのポーリングを必要とし、このようにして、
１つ又はそれ以上の限定されたＱｏＳレベル／サービスレベル制御方式の実施を可能にす
る。ＥＴＳＩ／Ｈｉｐｐｅｒｌａｎ２規格を用いると、無線ＬＡＮは、コネクション型の
機構を提供するよう、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルを利用し、これによって、
夫々の携帯端末ユーザは、所望のＱｏＳレベル／サービスレベルを得るよう、ＡＰとの通
信セッションを確立し、無線供給源と情報のやり取りを行うことができる。しかし、Ｑｏ
Ｓレベル／サービスレベルを制御するためのこのような今日の方式は、任意のＡＰの無線
供給源の管理のみを扱う。このような方式は、無線ＬＡＮに結合された有線ネットワーク
内での供給源の管理を扱わない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、無線ＬＡＮに結合された有線ネットワーク内においてＱｏＳレベルを管理する
ための技術が必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　簡潔に、本原理の好ましい実施例に従って、無線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ
）に結合された有線ネットワーク内においてサービス品質（ＱｏＳ）レベル／サービスレ
ベルを制御するための方法が提供される。当該方法は、携帯端末ユーザからの少なくとも
1つの情報フレームのネットワーク内における受信時に開始する。次に、その情報フレー
ムに対する適切なＱｏＳレベル／サービスレベルに関して決定がなされる。フレームのＱ
ｏＳレベル／サービスレベルは、フレームの供給源（即ち、送信側の携帯端末ユーザの身
元）に従って定められうる。代替的には、携帯端末ユーザは、動的基準において、次の通
信セッションに対して特定のＱｏＳレベル／サービスレベルを要求することができる。フ
レームのＱｏＳレベル／サービスレベルが決定されると、一般に仮想ローカルエリアネッ
トワーク（ＶＬＡＮ）番号の形をした識別子は、所望のＱｏＳレベル／サービスレベルを
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指定するようにフレームに関連づけられる。通常は、ＶＬＡＮ番号は、ＩＥＥＥ８０２．
１Ｑ規格に従ってフレームを受信するよう宛先を定められたネットワーク終点の身元を指
定する。しかし、本原理に従って、ＶＬＡＮ番号は、ＱｏＳレベルに関連づけられた適切
な経路を選択するために、ネットワークにおいて使用される。フレームは、フレームに関
連づけられたＶＬＡＮ番号に従って、ネットワークにおいて経路指定される。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】従来技術に従う無線ＬＡＮのブロック図を表す。
【図２】本原理に従う無線ＬＡＮの第1の好ましい実施例のブロック図を表す。
【図３】所望のＱｏＳレベルを満足するようトラヒックを制御するために図２のネットワ
ーク内で発生したイベントの時系列を表す。
【図４】本原理に従う無線ＬＡＮの第２の好ましい実施例のブロック図を表す。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１は、従来技術に従う無線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）１０のブロック図
を表す。無線ＬＡＮ１０は、ＡＰ１２１及び１２２により例示される少なくとも１つ、望
ましくは複数のアクセスポイント（ＡＰ）を有する。夫々のＡＰ１２１及び１２２は、無
線周波数信号を送信し、ＭＴＵ１４によって例示される１つ又はそれ以上の携帯端末ユー
ザ（ＭＴＵ）からの無線周波数信号を受信するための無線送受信機を有する。このように
して、夫々のＡＰは、ＭＴＵ１４が無線ＬＡＮ１０に結合された有線ネットワーク１６か
らのトラヒックのダウンロード及び有線ネットワーク１６へのトラヒックのアップロード
を行うことを可能にするよう、ゲートウェイとして働く。夫々のＭＴＵ１４と有線ネット
ワーク１６との間で交換されるトラヒックは、データのみならず、音声を有することがで
きる。データは、通常、イーサネット（登録商標）・フレームでフォーマットされたイン
ターネットプロトコル（ＩＰ）パケットの形を取る。
【０００８】
　相互作用ゲートウェイ（ＩＷＧ）１８は、有線ネットワーク１６と、プライベートデー
タ・ネットワーク、企業イントラネット、若しくはインターネットのような公衆データ・
ネットワーク、又はそれらの組み合わせを有することができる外部ネットワーク２０との
間の通信経路を提供する。ＩＷＧ１８は、有線ネットワーク１６及び外部ネットワーク２
０に相互に作用するのみならず、承認（Ａｕｔｈｏｒｉａｔｉｏｎ）、認証（Ａｕｔｈｅ
ｎｔｉｃａｔｉｏｎ）及び計算（Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ）（ＡＡＡ）機能をも実行する。
言い換えると、ＩＷＧ１８は、サービスを得るＭＴＵ１４に権限を与え、更に、無線ＬＡ
Ｎ１０への夫々のアクセス時にＭＴＵを認証する働きをする。更に、ＭＴＵ１４を認証し
た後に、ＩＷＧ１８は、結果を送るために、ＭＴＵへ行ったサービスを計上する。
【０００９】
　ＩＷＧ１８は、従来の無線ＬＡＮ１０において、限定されたＱｏＳレベル／サービスレ
ベル管理を提供する。せいぜい、ＩＷＧ１８は、夫々のＡＰと関連したＭＴＵとの間で交
換されるトラヒックに対する所定のＱｏＳレベル／サービスレベルを達成するために必要
な無線供給源を提供するよう、ＡＰ１２１及び１２２の夫々を制御する。しかし、無線Ｌ
ＡＮ１０の内部の有線ネットワーク１６は、通常、ＱｏＳレベル／サービスレベル管理を
許容しないキャリア検知同時アクセス（ＣＳＭＡ）を用いるデフォルト媒体アクセスプロ
トコル（ＭＡＣ）を使用する。せいぜい、回線容量は、全ての競合者の間で共有され、サ
ービスレベルは、ベストエフォートであると言われる。
【００１０】
　図２は、本原理の第１の好ましい実施例に従う無線ＬＡＮ１００を表す。ＬＡＮ１００
は、最も良くＡＰ１２０１及び１２０２によって例示される少なくとも１つ、望ましくは
複数のアクセスポイント（ＡＰ）を有する。夫々のＡＰは、ＭＴＵ１４０１、１４０２、
１４０３及び１４０４によって例示される１つ又はそれ以上の携帯端末ユーザ（ＭＴＵ）
への無線アクセスを提供する。表された実施例において、ＡＰ１２０１は、ＭＴＵ１４０
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１～１４０３への無線アクセスを提供し、一方、ＡＰ１２０２は、ＭＴＵ１４０４への無
線アクセスを提供する。しかし、ＡＰ１２０１および１２０２の夫々は、図１のＡＰ１２

１及び１２２の夫々と同じ方法で、複数のＭＴＵへの無線アクセスを提供する能力を有す
る。
【００１１】
　無線ＬＡＮ１００の中心で、有線ネットワークは、仮想ローカルエリアネットワーク（
ＶＬＡＮ）機能を有するイーサネット（登録商標）スイッチ１６０の形をとる。ＶＬＡＮ
機能は、フレームに関連づけられた識別子（即ち、ＶＬＡＮ番号）に従って、夫々の情報
フレームを経路指定することができる。ＶＬＡＮスイッチ１６０は、決定されたＱｏＳレ
ベルに従って、ＡＰ１２０１及び１２０２の夫々の間のトラヒック・フローと、ＩＷＧ１
８０１、１８０２及び１８０３によって例示される相互作用ゲートウェイ（ＩＷＧ）の経
路指定の設定のうちの１つとを制御する。図３に表されるように、ＩＷＧ１８０１～１８
０３の夫々は、ＶＬＡＮスイッチ１６０のポートＰ１～Ｐ３のうちの対応する１つへの接
続を夫々有する。ＡＰ１２０１及び１２０２の夫々は、ポートＰ６及びＰ５の夫々への接
続を夫々有する。
【００１２】
　経路指定ＩＷＧ１８０１～１８０３に加えて、図２の無線ＬＡＮ１０は、ＶＬＡＮスイ
ッチ１６０のポートＰ４へ接続された管理ＩＷＧ１８０４を有する。ＩＷＧ１８０４は、
制御器として働く。その点で、ＩＷＧ１８０４は、図１のＩＷＧ１８によって実行される
のと同じ承認、認証及び計算（ＡＡＡ）機能を実行するための認証プロキシサーバ（図示
せず。）のホストとして働く。ＡＡＡ機能の一部をそれは実行するので、管理ＩＷＧ１８
０４は、夫々のＭＴＵから関連したＡＰで受信された情報フレームに対する適切なＱｏＳ
レベル／サービスレベルを指定する、夫々のＭＴＵの記録を保持する。例えば、ＭＴＵ１
４０１は、ＭＴＵ１４０２と比較して、より高いサービス程度を承認しうる。このような
認識から、管理ＩＷＧ１８０４は、夫々のＭＴＵから発生する夫々のフレームに対して、
適切な仮想ローカルエリアネットワーク（ＶＬＡＮ）番号を割り当てる。通常は、ＶＬＡ
Ｎ番号は、ＩＥＥＥ８０２．１Ｑ規格に従ってフレームを受信するよう宛先を指定された
ネットワーク終点の身元を指定する。しかし、本原理に従うと、ＶＬＡＮ番号は、特定の
ＱｏＳレベル／サービスレベルに関連づけられた適切な経路（即ち、スイッチポート）を
選択するために、ネットワークにおいて使用される。管理ＩＷＧ１８０４は、夫々のＡＰ
へのこのようなＶＬＡＮ番号の割り当てを提供する。好ましい実施例において、ＡＰ１２
０１及び１２０２の夫々は、そのフレームにふさわしい適切なＱｏＳレベル／サービスレ
ベルを指定する識別子（即ち、ＶＬＡＮ番号）を、夫々の入来するフレームに関連づける
ためのイーサネット（登録商標）・ブリッジ装置として働く。
【００１３】
　無線ＬＡＮ１００との通信セッションの始動中に設定される静的なＱｏＳレベル／サー
ビスレベルに依存するよりむしろ、夫々のＭＴＵは、動的基準において新しい次のセッシ
ョンのために特定のＱｏＳレベル／サービスレベルを要求しうる。別の言い方をすると、
例えばＭＴＵ１４０４のような、ＭＴＵは、１つ又はそれ以上の後に伝送されるフレーム
が特定のＱｏＳレベル／サービスレベルを与えるべきであるという要求を送りうる。ＡＰ
１２０２は、このようなＱｏＳレベル／サービスレベル要求を管理ＩＷＧ１８０４へ送り
、続いて、管理ＩＷＧ１８０４は、要求されたＱｏＳレベル／サービスレベルを指定する
ＶＬＡＮ番号をこのようなフレームに割り当てるようＡＰに指示する。
【００１４】
　図２の無線ＬＡＮ１００におけるＶＬＡＮスイッチ１６０は、夫々のＡＰによって夫々
のフレームへ割り当てられたＶＬＡＮ番号に従って、ＡＰ１２０１及び１２０２のうちの
１つから経路指定ＩＷＧ１８０１～１８０３のうちの１つへ、情報フレームを経路指定す
る。夫々のフレームに関連づけられたＶＬＡＮ番号は、ＶＬＡＮスイッチ１６０が受信フ
レームの適切な経路を選択することを可能にする。図３に関して詳細に論じられるように
、夫々のＭＴＵ、例えばＭＴＵ１４０１が、例えば、通信セッションを開始する場合に、



(6) JP 5624112 B2 2014.11.12

10

20

30

40

50

そのＭＴＵは、識別ＩＰアドレスを受信するだけでなく、経路指定ＩＷＧ１８０１～１８
０３のＩＰアドレスをも受信する。たとえ経路指定ＩＷＧ１８０１～１８０３の夫々が同
じＩＰアドレスを有するとしても、一般に、夫々は、異なったＱｏＳレベル／サービスレ
ベルを有する。従って、ＶＬＡＮスイッチ１６０は、適切なＱｏＳレベル／サービスレベ
ルを維持するよう適切な経路でフレームを経路指定するために（即ち、経路指定ＩＷＧ１
８０１～１８０３のうちの適切な１つへフレームを経路指定するために）、ＡＰ１２０１

及び１２０２のうちの関連した１つから受信された夫々の情報フレームに関連づけられた
ＶＬＡＮ番号を使用する。
【００１５】
　図３は、図２のネットワーク１００においてＱｏＳレベル／サービスレベルに関連づけ
られたイベントの順序を表すタイミングチャートを示す。最初に、ＭＴＵ、例えば図２の
ＭＴＵ１４０２は、図３のイベント１００の間に、例えば図２のＡＰ１２０１のようなＡ
Ｐとの無線通信を最初に確立することによって、無線ＬＡＮ１００との通信セッションを
開始する。ステップ１００の間に通信セッションを確立した後に、図２の管理ＩＷＧ１８
０４は、イベント１２０の間にＭＴＵ１４０２を認証する。上述したように、ＭＴＵ１４
０２を認証する過程において、管理ＩＷＧ１８０４は、図２の無線ＬＡＮ１００における
識別目的のために、ＩＰアドレス（即ち、供給源アドレス）をＭＴＵへ割り当てうる。更
に、ＩＷＧ１８０４は、また、経路指定ＩＷＧ１８０１～１８０３のＩＰアドレス（即ち
、宛先アドレス）をＭＴＵ１４０２へ供給しうる。更に、本原理に従って、管理ＩＷＧ１
８０４は、また、発信ＭＴＵ１４０２の身元に従ってフレームに対して適切なＱｏＳレベ
ル／サービスレベルを決定し、ＡＰ１２０１へその情報を伝達しうる。ＡＰ１２０１は、
次に、イベント１４０の間に、適切な経路指定ＩＷＧ、例えばＩＷＧ１８０１へのその後
の経路指定のために、フレームをＶＬＡＮスイッチ１６０へ経路指定する前に、管理ＩＷ
Ｇ１８０４によって決定されたＱｏＳレベル／サービスレベルを指定するＶＬＡＮ番号を
、夫々の入来する情報へ割り当てうる。
【００１６】
　上述したように、発信ＭＴＵ（即ち、図２のＭＴＵ１４０２）は、通信セッションの最
初の始動中に設定された静的なＱｏＳレベル／サービスレベルとは異なった特定のＱｏＳ
レベル／サービスレベルを要求することができる。ＭＴＵ１４０２との通信の際にＡＰ１
２０１を介して受信されたこのような要求に応じて、管理ＩＷＧ１８０４は、要求された
ＱｏＳレベル／サービスレベルを指定する適切なＶＬＡＮ番号を割り当てるよう、そのＡ
Ｐに指示する。このようにして、ＶＬＡＮスイッチ１６０は、フレームが適切なＱｏＳレ
ベル／サービスレベルを確実にするとう適切な経路で経路指定されるように、割り当てら
れたＶＬＡＮ番号に従ってフレームを経路指定しうる。
【００１７】
　図４は、本原理に従ってＱｏＳレベルを制御するための無線ＬＡＮネットワーク１００
’の別の好ましい実施例のブロック図を表す。図４の無線ＬＡＮネットワーク１００’は
、図２の無線ＬＡＮネットワーク１００と同様に、多数の要素を共有するので、同じ参照
符号が同じ要素を識別するために使用されている。図４の無線ＬＡＮ１００’は、経路指
定ＩＷＧの数に関して、図２の無線ＬＡＮ１００と異なる。上述したように、図２の無線
ＬＡＮ１００は、３つの別々のＩＷＧ１８０１～１８０３を有し、夫々のＩＷＧは、ＶＬ
ＡＮスイッチ１６０のポートＰ１～Ｐ３のうちの別々の１つへと夫々接続されている。比
較すると、図４の無線ＬＡＮ１００ネットワーク’は、インターフェース１８２１～１８
２３のうちの別々の１つを夫々介して、ＶＬＡＮスイッチ１６０のポートＰ１～Ｐ３の夫
々へ接続された単一のＩＷＧルータ１８０１’を有する。
【００１８】
　一般に、インターフェースス１８２１～１８２３は、夫々、異なるＱｏＳレベル／サー
ビスレベルパラメータ（例えば、異なる回線容量）を有する。例えば図４のＡＰ１２０１

のような特定のＡＰからの情報フレームの受信時に、ＶＬＡＮスイッチ１６０は、フレー
ムをＩＷＧ１８０１’へ経路指定するために、そのＡＰによって割り当てられたＶＬＡＮ
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番号に従って、インターフェースス１８２１～１８２３のうちの少なくとも１つを選択す
る。このようにして、図４のＶＬＡＮスイッチ１６０は、指定されたＱｏＳレベル／サー
ビスレベルを満足するよう、適切な経路でフレームを経路指定する。
【００１９】
　以上、ＱｏＳレベル／サービスレベルを指定する識別子関連トラヒックに従ってトラヒ
ックを経路指定することによって、無線ＬＡＮに結合された有線ネットワークにおいて、
サービス品質（ＱｏＳ）レベル／サービスレベルを制御するための技術について記述した
。
【００２０】
　以上の実施例に関し、更に、以下の項目を開示する。
【００２１】
　（１）無線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）に結合され、少なくとも1つの携帯
端末ユーザから受信された情報フレームを伝送するための異なった経路を有する有線ネッ
トワーク内においてサービス品質（ＱｏＳ）レベル／サービスレベルを制御するための方
法であって：
　前記ネットワークにおいて、少なくとも１つの情報フレームを受信するステップ；
　前記受信したフレームに対してＱｏＳレベル／サービスレベルを決定するステップ；
　前記決定されたＱｏＳレベル／サービスレベルを提供するに十分な伝搬性を有する前記
ネットワークを通る経路を識別する識別子を、前記受信したフレームに関連づけるステッ
プ；及び
　前記関連づけられた識別子に従って、前記ネットワークにおいて前記フレームの経路指
定を行うステップ；
　を有する方法。
【００２２】
　（２）前記ＱｏＳレベル／サービスレベルは、前記フレームを作った携帯端末ユーザの
身元から決定される、ことを特徴とする（１）記載の方法。
【００２３】
　（３）前記ＱｏＳレベル／サービスレベルは、前記携帯端末ユーザから受信されたＱｏ
Ｓレベル／サービスレベル要求に従って決定される、ことを特徴とする（１）記載の方法
。
【００２４】
　（４）前記情報フレームを受信するステップは、イーサネット（登録商標）・フレーム
においてＩＰパケットを受信するステップを有する、ことを特徴とする（１）記載の方法
。
【００２５】
　（５）前記受信したフレームと前記識別子とを関連づけるステップは、仮想ローカルエ
リアネットワーク（ＶＬＡＮ）番号と前記フレームとを関連づけるステップを有する、こ
とを特徴とする（４）記載の方法。
【００２６】
　（６）前記フレームの経路指定を行うステップは、複数の別々の宛先のうちの１つへ前
記フレームを経路指定するステップを有する、ことを特徴とする（１）記載の方法。
【００２７】
　（７）前記フレームの経路指定を行うステップは、複数のインターフェースのうちの選
択された１つを越えた１つの宛先へ前記フレームを経路指定するステップを有する、こと
を特徴とする（１）記載の方法。
【００２８】
　（８）受信された情報フレームの経路指定を行うための無線ローカルエリアネットワー
ク（ＬＡＮ）であって：
　少なくとも１つの携帯端末からの無線トラヒックを受信し、少なくとも１つの情報フレ
ームの形をしたこのようなトラヒックを伝達するための少なくとも１つのアクセスポイン
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　１つの情報フレームに対してＱｏＳレベル／サービスレベルを定め、前記フレームに対
して定められたＱｏＳレベル／サービスレベルに従って、前記フレームへ識別子を割り当
てるよう前記アクセスポイントを指示するための管理ゲートウェイ；及び
　前記割り当てられた識別子に従って選択された宛先へ前記フレームを経路指定するため
のスイッチ；
　を有する無線ＬＡＮ。
【００２９】
　（９）前記スイッチは、仮想ローカルエリアネットワーク（ＶＬＡＮ）可能イーサネッ
ト（登録商標）スイッチを有し、
　前記フレームへ割り当てられた識別子は、ＶＬＡＮ番号を有する、
　ことを特徴とする（８）記載の無線ＬＡＮ。
【００３０】
　（１０）複数の経路指定ゲートウェイを更に有し、
　前記複数の経路指定ゲートウェイの夫々は、前記フレームへ割り当てられた識別子に従
って前記スイッチによって経路指定されたフレームに対する宛先を有する、
　ことを特徴とする（８）記載の無線ＬＡＮ。
【００３１】
　（１１）複数のインターフェースを有する経路指定ゲートウェイを更に有し、
　前記複数のインターフェースの夫々は、前記フレームへ割り当てられた識別子に従って
前記スイッチによって経路指定されたフレームを伝送するための経路を提供する、
　ことを特徴とする（８）記載の無線ＬＡＮ。

【図１】 【図２】
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